


業績概要【連結】

( － )

＋６７０
６２８▲４２当 期 純 利 益

(＋３２１．２)

＋１，１０６
１，４５０３４４経 常 利 益

(＋２６６．５)

＋１，１４０
１，５６８４２８営 業 利 益

( ▲０．２)

▲９９
５５，５０４５５，６０３売 上 高

（増減率 ％）

金額（百万円）
金額（百万円）金額（百万円）

前期実績比
Ｈ２０／３月期

中間
Ｈ１９／３月期

中間



連結経常利益増減要因

Ｈ１９年度
中間

経常利益
１５億円

Ｈ１８年度
中間

経常利益
４億円

▲20

▲10

0

10

20

原燃料価格
アップ

▲１６億円

減価償却費増▲３億円

販売数量減▲１億円

コストダウン
１８億円

販売価格Ｕｐ
１３億円

１１億円増益
（億円）



原燃料価格アップの内訳

原木チップ
▲１０

新聞古紙
▲５

重油
▲１

原木チップ ▲１０

新聞古紙 ▲５

重油 ▲１

原燃料価格アップ ▲１６

うち為替 ▲５

億円

１１６．０２ → １１９．３５ ¥/U$

８６．２８ → １００．４６ ¥/A$



コストダウンの内訳

人件費 １２
ｴﾈﾙｷﾞｰ

効率
３

請負
物流費

３人件費 １２

エネルギー効率 ３

請負、物流費 ３

コストダウン １８

期末人員数 ▲２８７人

億円

H18/9末 2,304→H19/9末 2,017



連結貸借対照表

＋８１５１，８０７５１，８８８純 資 産

▲２，８２９１５４，８８２１５２，０５３総 資 産

差 異Ｈ１９／３末Ｈ１９／９末

（単位；百万円）

総資産主なる差異内訳（億円）
有形固定資産 3（取得 50、償却▲46、除却等▲1）
現預金▲6、売上債権▲23、棚卸資産 3、投資有価証券▲2 他

純資産主なる差異内訳（億円）
当期純利益 6、配当▲3、有価証券評価▲2 他



連結キャッシュフロー

▲６７２，０６５１，９９９
現 金 及 び 現 金
同 等 物 残 高

▲８６７＋２１２▲６５５
現 金 及 び 現 金
同 等 物 増 減

＋１，０７７▲２，３６８▲１，２９１財 務 活 動

▲２，６３１▲１，０８５▲３，７１６投 資 活 動

＋６８６３，６６５４，３５１営 業 活 動

差 異
１ ８ 年 度
中 間 期

１ ９ 年 度
中 間 期

（単位；百万円）

営業活動差異(億円)：営業利益増 10、減価償却費 3、たな卸資産増▲4 他
投資活動差異(億円)：投資有価証券売却減▲11、有形固定資産取得増▲14 他
財務活動差異(億円)：短期借入金増 20、長期借入金減▲3、自己株式売却減▲6 他



＋３４２９２，２５６１１５４，６０８５，０６５９１，９１４合 計

▲１３４５，５５６１８３６４２４８５，６９０連結子会社

＋４７６８６，７００９７４，２４４４，８１７８６，２２４中越パルプ

差 異期末残高除却等
減 価

償 却
増 加期首残高

主なる設備の取得：

川内；排水処理設備能力増強、高岡（能町）；ＤＩＰ品質対策

（単位；百万円）

有形固定資産増減明細
（連結）



▲９３７６４，５１７６３，５８０合 計

▲３８９２，０７２１，６８３連結子会社

▲５４８６２，４４５６１，８９７中越パルプ

差 異Ｈ１９／３末Ｈ１９／９末

有利子負債（連結）

（単位；百万円）



計画概要【連結】

( － )

＋３，１７３
１，４００▲１，７７３当 期 純 利 益

(＋１１５．０)

＋１，６０５
３，０００１，３９５経 常 利 益

(＋１０８．０)

＋１，９２２
３，７００１，７７８営 業 利 益

( ＋１．８)

＋２，０５８
１１５，０００１１２，９４２売 上 高

（増減率 ％）

金額（百万円）
金額（百万円）金額（百万円）

前年実績比H１９年度Ｈ１８年度



Ｈ19年度計画連結経常利益
対 Ｈ18年度実績 差異要因

Ｈ１９年度
経常利益
３０億円

Ｈ１８年度
経常利益
１４億円

▲40

▲20

0

20

40

原燃料価格
アップ

▲４１億円

減価償却費増▲７億円
販売価格Ｕｐ

３７億円

コストダウン
３１億円

支払利息増他▲４億円

１６億円増益
（億円）



原燃料価格アップの内訳

原木チップ
▲２３新聞古紙

パルプ
▲１０

重油
▲７

原木チップ ▲２３

新聞古紙・パルプ ▲１０

重油 ▲７

原燃料価格アップ ▲４１

うち為替 ▲６

億円

１１７．３０ → １１８．７０ ¥/U$

８９．２３ → １００．４５ ¥/A$

子会社原料 ▲１

他▲１



コストダウンの内訳

人件費 １９

ｴﾈﾙｷﾞｰ
効率 ７

請負
物流費

５人件費 １９

エネルギー効率 ７

請負、物流費 ５

コストダウン ３１

期末人員数 ▲１３０人

億円

H19/3末 2,138→H20/3末 2,008
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Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度（予想） 累計

２５

１４

４

１１

９

▲２３

１９

９
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２６

５

＋１

４１

１１

３１
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８５

３

６８
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原燃料価格・コストダウン・製品価格
影響の推移（対前年度増減要因）

（億円）

【減益要因】 【増益要因】
原燃料価格影響 コストダウン
売価ＤＯＷＮ 価格復元

その他 その他 ▲６

（注）累計
価格復元１４＝（黄 ３７）－（水色 １４＋９）
その他 ▲３＝（橙 ９＋５）－（緑 ４＋２＋１１）
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本社機能の高岡移転について

目的：

日程：

・本社工場としての機能強化と

運営体制の一層の効率化

・現本社ビルの有効活用

・２００９年３月 移転予定

・２０１０年９月 銀座新ビル完成


